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ねらい

•問題解決としてハードウェア、プログラム、デザインの要素を含んだ活

動をさせる

• 「情報技術を活用して、問題を解決する」という一連の行動を体験させ

る

•ものごとの構造を理解し、既存の機能を組み合わせて、新たな価値を

創造しよう！

•他者と協働して課題を解決してみよう



協力者A
• 65歳男性

•昨年、くも膜下出血により左脳を損傷

•右半身(視力含む)は全く動かず、感覚もない

•器官切開により、喉元にチューブが刺さっている

•意識ははっきりしており、首を縦横にふることでYES、
NOのやりとりはできる

•左目で文字を読んだり、書かれた単語を左手で指
差しすることが最近できるようになってきた

• しかし、自分で言葉を作ることは困難(左脳の損傷
による影響？)文字を言葉としてではなく、映像で認
識している？

•片手で簡単なボタンを押す等の動作は可能



指導方法
・共生社会の実現に向けて、君たちのできることは何か？

・society5.0に向けて、君たちが身につける力は何か？

【課題】
君たちの発想で、A氏の悩みを解決しよう

※(他者とのコミュニケーションを円滑に行いたい！)

【ルール】
• 4人1組 （全員で設計をした後、プログラム2名、ハード2名に分かれて作業）

•教材はデザイン案を提出した後、適合する基盤・スイッチを検討



主に使用したもの

• ATMega32U4を内蔵したマイコン ※要HID機能 (今回はPro Micro)

•各種基盤 ※自作キーボード用などから用意

• スイッチ ※リニア、クリッキーなどを選ぶ

•抵抗、LED、etc…

合計2000～2500円

• プログラムに関しては、コピペOK （文献を探してコピペ）
※教員は質問に対して、一切の「解答」を教えない
※何が分からないのか？どうすれば良いか？を問いかけ、

自分たちで問題解決をするように促し続ける

• 設計(4)、試作(6)、動作確認・改善(8) 2学期中の18/22時間を費やした



設計案と作品例



生徒の感想

• マイコンやスイッチの仕組みを理解できた

• マイクロビットでは作れなかった（HID機能）

• 便利な物を作る事が出来た

• 自分用にも作りたい

• ボタンを増やしたい

• 押したかどうかの確認を出来るようにしたい

• ディスプレイを付けたい

• 携帯につなげるようにしたい

• 楽に操作ができている

• マウスの感度を調整したい

• 手元でレイヤーの切替状況が分からない

• 濁点の入力が上手く作れなかった

• キーボードをエミュレートした

悪用の可能性に気をつけねばならない



フィードバック （協力者家族より）

良い点

• ソフトウェア面の機能が充実している

• YouTubeボタンが特に素晴らしい。
ユーザーの視点に立てている

• サイズ感も片手操作に適している

• カチカチ鳴るボタンの方が押した感触
を確かめることができていた

改善点

• ボタンやマクロ機能が多いため、脳
機能の障害者には使用困難と思わ
れる

• ボタンの間隔をもう少しあける必要
がある



まとめ

•最初から教員の干渉を控えた為、自由なアイディア出しができていた

•自分たちだけでデバイス作りをするので、完成時の喜び・達成感がとても大きい

•何かを創造する、という一連の行動に対するハードルが大きく下がった

•実際に協力者がいることで、例年よりも真剣さが違っていた

※（より、Aの為に･･･と工夫していた）

•実際に使ってみてもらい、フィードバックを貰うことで健常者との違いを痛
感した

• ４台を製作するのに８千円ほどかかる (可能な限り抑えて、まだ高い）



以下資料
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キーストロークインジェクション攻撃

•擬似的なキーボードとしてHIDの特徴を利用した攻撃

• USBをPCに接続すると、通常のキーボードと誤認させ不正な入力を実
行することができる

•通常のアンチウイルスソフトウェアではキーストロークの監視はしていな
いため、簡単にできてしまう






